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架設順序

架設質量

40498

下り線側　敷鉄板　27枚　　

43.308ｔ(1,524×6,096×22)

上り線側　敷鉄板　17枚　　

27.268ｔ(1,524×6,096×22)

下り線Ａ1側　施工ヤード面積　

約650m2

上り線Ａ2側　施工ヤード面積　　

約460m2

上り線Ａ1側　施工ヤード面積

約270m2

川田橋 架設ヤード整備費（参考図）

架設ヤード整備費（参考図）

川田橋

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

22.1

17.8

ブ ー ム 長

31.5

27.928.2

22.5

32.0

35.8

47.5

41.041.5

36.4

48.1

13.6

18.15 mL= 22.7 mL=

23.0

19.7

29.7

27.1

32.6

40.1

36.0

31.8 mL=

16.314.3

11.5

18.0

34.9

吊上重量

(t)

作業半径

(m)

120t吊トラッククレーン定格総荷重表（KATO NK-1200-V）

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

11.0

10.0

 9.0

 8.0

フック等質量：0.7t

平　面　図 S=1:500

断　面　図 S=1:200

アウトリガー最大反力：51.7t

必要地耐力：13.6t/㎡

1      4



1500

上り線

3671～5175

CL

750

75
°

1
80
0

15669～16872

2250

CL

798 18290

18290

1500

12449 5842

75
°

1
80
02
40
0

上り線

2250

CL

750 1500

75
°

18
00

11700

▽341.941

STA.
867+

17.4
74

STA.
867+

57.5
84

橋長 40110 (CL上寸法)

▽342.920

0 1020304050

7

3

3

18

6

3

4

5

15

50/11

31

42

T.P+
345.

294m

Dep.
=32.

37m
R3-B

V6

 Ｎ値
0 102030405050

4

3/35

11

36

8/35

4

3

3

50/27

22

47
50/11

50/17

T.P+
346.

014m

Dep.
=40.

10m
R3-B

V8

 Ｎ値

100 桁長 39900 110

450 支間長 39000 450

A1

A2

34号線 NO.19+16.880

F M

2237 2324

75°

75
°

板張防護吊足場

昇降足場
昇降足場

S
TA
.8
67
+0
0

上り線

下り線

A1 A2

A1

県
道
長
野
菅
平
線

市

市道若穂東466号線

線

市
道

若
穂

西
6
9
号

線

1500
1500

G1

G2

G3

40110

40110

6220 21830 12059

40711
9051

21850
9810

8
23
4

5
21
5

4
84
1

1
82
90

4
84
4

5
21
5

6
61
1

1
66
70

俯角(75°)範囲

俯角(75°)範囲

板張防護

吊足場

吊足場

4
73
1

2
25
0

1
00
56

5
84
2

1
00
59

4
21
5

CL

798 12449

12449

1500

1329 2448 4896 2448

75
°

1
80
02
40
0

1328

CL

798 16670 1500

16670

12455 4215

75
°

1
80
02
40
0

CL

798 12455 1500

12455

1332 2448 4896 2448 1332

75
°

1
80
02
40
0

川田橋(上り線)　足場計画図（参考図）

足場計画図（参考図）

川田橋(上り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

日本エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

足場工数量
計　算　式 単位 数 量 備　考細　目

断　面　図 S=1:250

（A1支点部）

（橋梁拡幅工事）
側　面　図 S=1:500

平　面　図 S=1:500

（既設壁高欄撤去、支承取替時）
断　面　図 S=1:250

（中間横桁部） （中間横桁部）

区分

主体足場
中段足場

 m 1202

（A1支点部）

（A2支点部）（A2支点部）

側面足場

防護型側面 40.11*2.25+(10.056+10.059)*1.50

 m  88(6.220+9.051+12.059+9.810)/2*4.731 2

 m 3112

 m 1032

足場合計

標準型側面

防護型側面 21.85*4.731
橋梁拡幅工事

既設壁高欄撤去等

橋梁上部工昇降足場

昇降足場合計 空m3
昇降足場

5.470*1.200*3.600

+6.860*1.200*3.600
空m3  53

 53

2      4
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川田橋(下り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

日本エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

川田橋(下り線)　足場計画図（参考図）

側　面　図 S=1:500

平　面　図 S=1:500

断　面　図 S=1:250

（A1支点部）

（橋梁拡幅工事）（既設壁高欄撤去、支承取替時）
断　面　図 S=1:250

（中間横桁部） （中間横桁部）

（A1支点部）

（A2支点部）（A2支点部）

空m3

5.560*1.200*3.600

+7.320*1.200*3.600
空m3  56

 56

足場工数量
計　算　式 単位 数 量 備　考細　目 区分

主体足場
中段足場

 m 1292

側面足場

防護型側面 41.923*2.345+(10.164+10.167)*1.50

 m   841.923*1.177-34.750*1.177 2

 m 1822

 m  452

足場合計

標準型側面

防護型側面 34.750*1.177+10.141*0.71/2
橋梁拡幅工事

既設壁高欄撤去等

橋梁上部工昇降足場

昇降足場合計

昇降足場

3      4



℄

750 750 750 3500 3500 700750 1750

11700

G3

2300

2300

120tトラッククレーン

ベント

1
80
0

1
1
7
0
0

S
TA
.8
67
+0
0

上り線

下り線

A1 A2

A1 A2

県
道
長
野
菅
平
線

市
道
若
穂
東
372号

線
市道若穂東466号線

県
道
34
号
線
　
長
野
菅
平
線

電波塔

7
5
0

3
5
0
0

3
5
0
0

7
5
0

7
0
0

7
5
0

1
7
5
0

市
道

若
穂

西
69

号
線

地組桁

ベント

R9000

120tトラッククレーン

120tトラッククレーン

R9
00
0

地組桁

①
21.8t②

34.2t

架設順序

架設質量

40498
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A1側　敷鉄板　24枚　　　　

38.496ｔ(1,524×6,096×22)

A2側　敷鉄板　28枚　　　　

44.912ｔ(1,524×6,096×22)

　　　　

川田橋 埋設管防護工費（参考図）

埋設管防護工費（参考図）

川田橋

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

22.1

17.8

ブ ー ム 長

31.5

27.928.2

22.5

32.0

35.8

47.5

41.041.5

36.4

48.1

13.6

18.15 mL= 22.7 mL=

23.0

19.7

29.7

27.1

32.6

40.1

36.0

31.8 mL=

16.314.3

11.5

18.0

34.9

吊上重量

(t)

作業半径

(m)

120t吊トラッククレーン定格総荷重表（KATO NK-1200-V）
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 9.0

 8.0

フック等質量：0.7t

平　面　図 S=1:500

断　面　図 S=1:200

アウトリガー最大反力：51.7t

必要地耐力：13.6t/㎡

4      4


